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令和４年（2022 年）４月 24 日

３
月
28
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

３
月
９
日

【
行
政
報
告
】

▼
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
土
壌

対
策
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
社
会
実
験
に
つ
い
て

 

ほ
か
９
件

３
月
18
日

【
行
政
報
告
】

▼
外
環
事
業
に
係
る
取
組
み
状

況
に
つ
い
て

３
月
18
日

【
行
政
報
告
】

▼
大
島
空
港
給
油
施
設
等
の
整

備
状
況
に
つ
い
て　

ほ
か
２
件

３
月
22
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
駅
前
再
開
発
の
推
進
に

向
け
た
基
礎
調
査
に
つ
い
て

（
報
告
）

活
・
運
動
習
慣
等
調
査
結
果
に

つ
い
て 

ほ
か
４
件

３
月
８
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
桜
井
浜
江
記
念
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
条
例

▼
三
鷹
市
桜
井
浜
江
記
念
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

 

＝
以
上
２
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
都

市
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て

▼
令
和
４
年
度
教
育
委
員
会
基

本
方
針
に
つ
い
て　

ほ
か
２
件

３
月
28
日

▼
文
教
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

２
月
４
日

【
行
政
報
告
】

▼
休
日
診
療
所
・
休
日
調
剤
薬

局
等
一
体
化
整
備
事
業
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
件

３
月
７
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
高
校
生
等
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
義
務
教
育
就
学
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

＝
以
上
３
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

▼
令
和
４
・
５
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
率
に
つ
い
て

▼
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て　

ほ
か
２
件

２
月
２
日

【
行
政
報
告
】

▼
市
民
参
加
で
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
つ
い
て　
　

ほ
か
２
件

３
月
４
日

【
議
案
】

▼
令
和
３
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
14
号
）

▼
令
和
３
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼
三
鷹
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
三
鷹
市
非
常
勤
職
員
の
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例▼
三
鷹
市
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

 

＝
以
上
７
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
・
地
域
通
貨
（
仮
称
）
」
事

業
基
本
方
針
の
策
定
に
つ
い
て

３
月
28
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

２
月
10
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
吉
村
昭
書
斎
（
仮
称
）
」

の
整
備
に
つ
い
て

▼
令
和
３
年
度
東
京
都
児
童
・

生
徒
体
力
・
運
動
能
力
、
生

　

令
和
３
年
中
に
採
択
し
市
長

に
送
付
し
た
陳
情
２
件
の
処
理

経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
三
鷹
市
の
温
暖
化
対
策
強
化

に
関
す
る
陳
情

【
市
の
処
理
状
況
】

　

令
和
12
年
度
ま
で
の
計
画
期

間
と
削
減
目
標
を
定
め
た
「
三

鷹
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
第
４
期
計
画
）
」
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
に
第
１
次
改

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
は
、
国
の
計
画
に
沿
っ
た

削
減
目
標
を
目
指
す
と
と
も

に
、
庁
内
に
横
断
的
で
多
層
的

な
推
進
体
制
を
構
築
し
て
進
行

管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
計
画
に
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
の
利
用
促
進
や
徹
底

し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す

る
施
策
を
検
討
し
、
広
く
市
民

へ
の
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
民
や
団
体
、

事
業
者
な
ど
、
地
域
の
様
々
な

主
体
が
連
携
・
協
働
し
て
脱
炭

素
型
の
都
市
、
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
計
画
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
、
適
宜
、
国
や
都
に
働

き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

▼
三
鷹
市
の
温
暖
化
対
策
加
速

の
件
に
つ
い
て

【
市
の
処
理
状
況
（
要
旨
）
】

　

「
三
鷹
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
第
４
期
計
画
）
」

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に
第

１
次
改
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
は
、
具
体
的
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利

用
促
進
や
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
す
る
施
策
を
検
討

し
、
広
く
市
民
へ
の
啓
発
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
削
減

目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
地
域

間
連
携
に
つ
い
て
も
必
要
な
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
計
画
に
基
づ
く
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
や
団
体
、
事
業
者
な
ど
、
地

域
の
様
々
な
主
体
が
連
携
・
協

働
し
、
庁
内
に
お
い
て
も
横
断

的
で
多
層
的
な
推
進
体
制
を
構

築
し
、
全
庁
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
８

日
間
に
わ
た
り
集
中
的
に
審
査

を
行
い
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
予
算
ほ
か
５
件
の
議
案
は
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

『
令
和
４
年
度
の
本
市
予
算

は
、
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

が
750
億
７
千
926
万
２
千
円
と
な

り
、
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総

計
は
、
１
千
135
億
７
千
199
万
３

千
円
と
過
去
最
大
の
規
模
に
な

っ
た
。
引
き
続
き
後
年
度
負
担

に
十
分
配
慮
し
た
健
全
か
つ
慎

重
な
財
政
運
営
に
努
め
る
よ
う

望
む
も
の
で
あ
る
。
本
委
員
会

は
、
令
和
４
年
度
に
お
け
る
事

業
と
収
支
見
積
り
等
に
つ
い

て
、
鋭
意
審
査
を
進
め
た
結
果
、

本
予
算
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
も
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。
』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
そ
れ
ら
に
配
慮
し
た
市

政
の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

一
　
般
　
会
　
計

〔
歳
　
入
〕

１　

国
か
ら
の
各
種
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
普
通
地
方
交
付
税

の
交
付
・
不
交
付
に
か
か
わ
ら

ず
補
助
す
る
よ
う
、
国
に
対
し

て
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。
ま

た
、
東
京
都
市
町
村
総
合
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
経
営
努
力
を

し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
不
利

に
な
ら
な
い
よ
う
、
東
京
都
に

対
し
て
引
き
続
き
強
く
働
き
か

け
る
こ
と
。

〔
歳
　
出
〕

▽
総
務
費

１　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
計
画

（
仮
称
）
策
定
に
向
け
た
取
組

に
当
た
っ
て
は
、
従
来
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
根
本
よ
り
検
証

し
、
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
も
含
め
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
、
計
画
策
定
に
当
た
る
こ

と
。

２　

吉
村
昭
書
斎
（
仮
称
）
の

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
近
隣
住

民
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら

本
市
の
観
光
に
資
す
る
よ
う
取

り
組
む
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
抑

制
と
効
率
的
運
営
に
努
め
る
こ

と
。

▽
民
生
費

１　

福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん
ぐ
り

山
（
仮
称
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
運
営
・

共
同
研
究
に
係
る
財
源
確
保
に

努
め
る
こ
と
。

▽
土
木
費

１　

み
た
か
バ
ス
ネ
ッ
ト
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
三
鷹
台
及
び
大
沢
地
区
に

お
け
る
社
会
実
験
の
実
施
に
際

し
、
狭
隘
道
路
や
通
学
路
の
課

題
を
念
頭
に
地
域
や
沿
線
住
民

な
ど
の
意
見
を
十
分
に
取
り
入

れ
、
課
題
解
消
を
目
指
す
こ

と
。
ま
た
、
運
行
距
離
、
運
行

間
隔
、
料
金
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
と
も
に
民
間
バ

ス
路
線
と
の
乗
換
環
境
の
整
備

に
取
り
組
み
、
利
便
性
の
向
上

と
地
域
活
性
化
に
資
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

２　

三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
駅
前
広
場
整
備
と
用
途

地
域
見
直
し
の
中
で
、
市
の
東

部
地
区
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
た
め

に
、
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
や
商
工

会
等
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め

る
こ
と
。

３　

国
立
天
文
台
と
連
携
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
令
和
３
年
度
策
定
の
「
土

地
利
用
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

市
民
意
見
を
聴
き
、
基
本
構
想

を
策
定
し
、
大
沢
地
域
・
天
文

台
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
。

４　

井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
利

活
用
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、

防
災
・
減
災
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

医
療
等
の
観
点
か
ら
市
民
福
祉

の
向
上
に
資
す
る
よ
う
取
り
組

む
こ
と
。

５　

三
鷹
駅
南
口
中
央
通
り
東

地
区
再
開
発
事
業
に
当
た
っ
て

は
、
地
権
者
と
の
合
意
形
成
を

図
り
な
が
ら
、
防
災
・
減
災
の

視
点
か
ら
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
計
画
策
定
・
事
業
化
に
取

り
組
む
こ
と
。

▽
消
防
費

１　

全
て
の
消
防
団
員
が
現
行

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
運
転

で
き
る
よ
う
、
準
中
型
免
許
の

限
定
解
除
に
係
る
補
助
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

１　

一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
そ
の

他
一
般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て

は
、
抑
制
に
努
め
る
こ
と
。

【
予
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
後
藤　

貴
光
○
岩
見　

大
三

　

大
倉
あ
き
子　

粕
谷　
　

稔

　
��
沼　

德
人　

髙
谷
真
一
朗

　

伊
沢
け
い
子　

宍
戸　

治
重

　

石
井　

良
司　

大
城　

美
幸

　

前
田　

ま
い

 

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

 

（
３
月
３
日
選
任
）

総

務

委

員

会

総

務

委

員

会

令
和
４
年
１
月
～
３
月

令
和
４
年
度
予
算

令
和
４
年
度
予
算

審
査
報
告
の
概
要

審
査
報
告
の
概
要

審

査

報

告
（

要

旨

）

各会計別予算総括表   　　（単位　千円）

会　　　計
令和 4 年度
予　算　額

令和 3 年度
予　算　額

増　△減

一　般　会　計 75,079,262 73,242,276 1,836,986 2.5%

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康
保 険 事 業

18,391,697 17,883,973 507,724 2.8%

介 護 サ ー
ビ ス 事 業

976,549 870,825 105,724 12.1%

介 護 保 険
事 業

14,375,083 14,074,045 301,038 2.1%

後 期 高 齢 者
医 療

4,749,402 4,434,587 314,815 7.1%

合　　計 38,492,731 37,263,430 1,229,301 3.3%

総　　　計 113,571,993 110,505,706 3,066,287 2.8%

純　　　計 106,356,968 103,562,432 2,794,536 2.7%

※「純計」とは、会計間の重複経費（繰入金・繰出金）を控除した額です。

下水道事業会計予算総括表     （単位　千円）

区　　　分
令和 4 年度　　　　
予　算　額

令和 3 年度
予　算　額

増　△減

収益的収入
及び支出

収　入 3,476,694 3,506,399 △ 29,705 △ 0.8%

支　出 3,199,792 3,246,026 △ 46,234 △ 1.4%

差引き 276,902 260,373 16,529 6.3%

資本的収入
及び支出

収　入 1,460,322 1,337,497 122,825 9.2%

支　出 2,164,914 2,061,175 103,739 5.0%

差引き △ 704,592 △ 723,678 19,086 2.6%
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